
帰
依
さ
れ

た

一
方
、

「
単
聖
道
門
の
人
、
蛍
浄
土
門

の
人

は
、
之

を

知
る
可
ら
ず
。
聖
道
浄
土
兼
学

の
人
は
之
を
知
る

べ
し
」
と
云

つ
て
、
二
門
兼
学
を
嘱
道
さ
れ
て
い
る
事
に
よ

つ
て
も
知
る
嘉
が

で
き
る
。

西

山

教

義

の
研
.究

特

に
正

因

正
行

を
中
心

と

し

て
川

本

泰

弘

阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
に
あ
た

つ
て
、
願
行
と
い

つ
た
り
、
安
心

起

行
、
ま
た
は
信
行
と
い
つ
た
り
、
そ
れ
が
心
に
在
る
と
願
と
か

安

心
、
信
と
も
い
い
、
そ
れ
を
行
為

に
表
わ
し
の
を
行
と
か
、
起

行

な
ど
と
い
う
の
で
あ
る
、
こ
れ
と
同
じ
意
味
を
持

つ
も
の
に
、

「
正
因
正
行
」
と
い
う
名
目
が
あ
る
。

一
つ
の
事
を
い
い
表
わ
す

の
に
色

々
の
名
目
を
用
い
ら
れ
る
の
は
、
其

の
事
を
言
い
表
わ
す

の
に
、
そ
の
時
と
か
場
合
に
応
じ
て
色
々
と
変

つ
て
く
る
の
で
あ

る
。
正
因
正
行

は
、
親
無
量
寿
経
に
三
福
九
品
を
以
て
浄
土
往
生

の
正
因
正
行
と
な
す
と
い
う
こ
と
に
ょ

る
の
で
あ
る
。
善
導
大
師

が
観
経
の
正
宗
分
散
善
義
第
四
に
、

「
解

三

輩

散

善

一
門

之

義

、

就

此

義

中

即

有

其

二

一
明

三

福

以

為

正

因

二

明

九

品

以

為

正

行

。

」

と
言
は
れ
て
い
る
..
こ
の
場
合

は
阿
弥

陀
如
来
を
念
ず
る
事
を
、

三
輩
散
善

の
二

門

に
望
ん
で
解

せ
ん
と
す
る
の
に
正
因
正
行
と
い

う
名
目
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
証
空
上
人
は
、

「
配
因
正

行
」

の
名
目
を
用
い
て
、
教
義
上
の
闇

題
を
批
判
さ
れ
た
の
で
あ

つ
て
、

こ
の

「
肥
因
正
行
」

の
名
目
は

「
観
経
散
善
義
他
筆
鈔
」

に
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
は
、
疋
因
と
は
何
ん
で

あ
る
か
、
正
行
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
事
に

つ
い
て
は
、

「他

筆
鈔
」
上
巻
に
、

「凡

正

因

者

。

直

因

。

即

因

也

」

と
あ

り
、
ま
た

「
然

正

因

正

行

。

直

因

直

行

也

。

」
と
も
解
釈

さ
れ
て
い
る
.
11j福
W_
、因
を
総
体
、
九
品
正
行
を
別
相
と
し
て
、

こ
れ
に
依
り

て
彼

の
土
の
得
果
に
も
ま

た
、
果
と
報
と
の
別
が
あ

る
と
す
る
の
で
あ
る
。
総
体

と
別
相
の
別
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自

力
を
脱
却
し
た
他
力
の
総
因
を
正
因
と

い
い
、
他
力
の
別
因
を
正

行
と
い
う

の
で
あ
る
。
三
福

を
以
て
正
因
と
し
、
九
品
を
以
て
正

行
と
為
す
と
い
う
語
に
証
空
上
人
の
解
釈
に
二
つ
あ
る
。
そ
の

一
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つ
は
、
観
門
彈
義

鈔
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
他
筆
鈔
が
あ
る
。
観

門

要
義

鈔
の
解
釈
は
、
三
福
九
品
の
開
合
を
教
主
釈
尊
の
立
ち
場

か
ら
見
た
批
判

で
あ
る
。
他
筆

鈔
の
解
釈
は
、
釈
尊
の
語
に
説
き

表

わ
さ
れ

た
阿
弥
陀
如
来

の
立
場
か
ら
、
正
因
正
哘
と
は
何

で
あ

る

か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

一

つ
の
法
門
に
二

つ
の
解
釈
が
あ
る
ゆ
え
ん
は
、
善
導
大
師
が
、
こ

の
縄
経
を
二
尊
教
と
を
ら
れ

て
、
釈
換
は
要
門
を
開
き
、
弥
陀

は

弘
廳
を
表
わ
す
と
い
う
事
k

よ

つ
て
始
ま
る
。
だ
か
ら
泓
願
は
要

門

に
対
す
る
語
で
あ

つ
て
、

こ
の
要
門
な
る
も

の
は
、
こ
れ
釈
迦

の
説

か
れ
た
教
え
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
釈
迦
教
と
い
う
。
引
瀟

は
弥

陀
の
説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
か
ら
弥
陀
教
と

い
う
の
で
あ

つ

て
二
尊
二
教

の
説
で
あ
る
。
浄
土
宗
丙
山
派
で
は
弥
陀
他
力

の
本

騨

を
極

力
主
張
す

る
の
で
あ
る
。

「善

の
体
が
正
因
泥
行
な
る
に

あ

ら
ず
」
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
三
福
旺
因
、
九
品
正
行
と
言

う

の
で
あ
る
。

「
三
福
を
明
し
、
九
品
を
明
す
道
理
纖
門
な
る
故
」

と
も
、

つ
能
詮
の
教
」
と
も
い
わ
れ
た

の
で
あ
る
.、
弥

陀
籔
と
し

て

は
初
め
か
あ
圧
因
正
行
め
名
も
無
く
、
た
だ
大
滋
悲
あ
る

の
み

で
あ
る
が
隅
人
が
そ
れ

に
駕
激
さ
れ
る
時
に
、
三
福

が
正
因
と
な

り

、
九
晶
の
行
が
正
行
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
言
葉
に
言
い

顕

わ
し
ーた
も
の
が
釈
拠
教
で
、
人
々

の
実
行
で
あ
る
よ
う
に
な

つ

た
所
が
、

「所
謂
願
カ
所
成

の
益
」
な

の
で
あ
る
。
釈
迦
教

の
帰

結

億
引
廟

の
弥
陀
教
に
あ
る
と
い
う
事

が
出
来
る
=。
要
す
る
に
弘

願
の
功
能
す
ゐ
わ
ち
、
阿
弥
陀
如
柬

の
慈
裴
が
人
に
徹
底
す
る
。

て
れ
を
全
廊

か
ら
見
て
、
頑
姻
乏
い
い
、
別
寝

見
て
正
行

と
い

う
の
で
あ
る
。
圧
因
正
行

の
区
別
に
、

「慈
悲
」

「
善
悪
」

「往

生
」

等
に
も
区
別
が
」し
て
あ
る
の
は
、
証
空
上
人
が
教
義

の
す
べ

て
の
上
に
適
用
き
れ
た
も

の
で
」あ
る
か
ら
、
西
山
派

は
安
心
な
る

三
心
す
な
わ
ち
仏
体
即
行

の
謂
れ
を
知

る
雛
力
領
解

の
心
を
報
土

径
生

の
正
閃
と
し
、
九
品
に
説

か
れ

た
、
定
散
諸
善
諸
行
は
さ
む

に
、
往
生

を
得
た
考

の
信
後

の
行
修

と
し
た

の
で
あ
る
。
三
福
は

他
力

の
教
え
の
三
螺
で
あ
れ
ば
、
皆
往

生
の
正
因
と
し
、
こ
れ
を

実
際
に
行
ず
れ
ば

こ
泊
を
九
品

の
正
行
と
い
う

の
で
あ
る
ご
三
福

圧
因

の
文

は
、
序
分
に
あ
る
が
、
自
力

で
あ
れ
ば
そ
れ
は
、
正
閃

の
養
で
は
な
い

正
宗
分

の
三
心
念
仏

を
通
し
て
、
初
め
て
浄
土

正
因
と
な
る
事
を
散
葺
薫

の
初
め
に
論

じ
い
る
、
こ
の
三
鳫
ど
配

m囚
が
合
し
た
陦
が
安
心

で
あ

る
。
九
品

正
行
な
開
い
た
時
が
起
行

で
あ
る
。
氾
因
旺
行

は
阿
弥
陀
仏
を
念
ず

る
為
に
も
ち
い
ら
れ
た
.

こ
の

「
配
因
圧
行
」
は
、
初

め
は
善
導
大
師

の
釈

に
出
た
も

の
で
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あ

る

か

ら

、

証

空

上

人

の
私

創

で

は
な

い
。

し

か

し

、

こ
れ

ま

で

に

煮

義

を
拡

大

さ

れ

た

の

は

、

証

空

上

人

で

あ

る

か

ら

、

「
正

因

正

行

」

と

い

う

名

目

は

、

証

空

上

人

の
創

と

い

え

る
。

法
然
上
人
の
人
間
観
に

つ
い
て

1

特

に
罪

悪
観

を
中

心

と

し

て

f

井

鬨

隆
.

清

こ
の
罪
悪
思
想
は
多
く
の
闘
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
卒
論
と
し

て
は
、
法
然
独
自
の
罪
悪
槻
の
中
心
が
ど
こ
に
お
か
れ
た
か
に
つ

い
て
論
じ
た
。
今

は
未
完

の
ま

～
で
は
あ
る
が
、
提
出
し
た
卒
論

の
序
論
と
も
云
う
べ
き
箇
所
を
そ

の
ま
ま
記

し
て
お
く
。

業
思
想
が
イ
ン
ド
、
中
困
、
日
本
と
次
第
し
て
渡
り
来

つ
た
変

遷

は
大
体
身

口
意

の
三
業
と
し
て
考
え
ら
れ
、
又
行
じ
ら
れ
て
来

た

の
で
あ
る
が
、
特
に
浄
土
教
に
於
け
る
業
思
想
は
、
こ
の
身
口

意
三
業
中
、
特
に
意
業
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
が
阿
弥
陀
仏
に
対

す

る
絶
対
帰
依
の
心
情
か
ら
業
を
、
キ
リ
ス
ト
教

の
原
罪
章
識
と

相
通
じ
た
所

の
鴛
を
待

っ
よ
ヶ
に
な

つ
た
、
勿
論
浄
土
教
に
お
け

る
罪
の
意
識
は
、
己
れ
自
身
を
悪
と
見

な
す
所
に
、
そ
の
起
源
が

冕
出
さ
お
る
と
し
て
も
、
、そ
れ
は
浄
土

三
部
経
、
特
に
無
量
寿
経

に
於
け
る
第
十
八
聴
文
に
依
る
救
済
、
あ
る
い
は
三
輩
、
五
悪
段

と
称
さ
れ
る
浄
土
教

の
倫
理
絹
、
又
観
無
量
寿

経
に
於
け
る
勲
提

希
夬
人
の
凡
夫
羯
、
上
中
下
の
九
品
往
生
に
説

か
れ
る
浄
土
教
的

人
間
現
、
等
こ
れ
ら
を
基
と
し
て
浄
土

教
の
罪
悪
観
は
展
開
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
思
想
を
中
心
に
行
じ
、
あ
る
い
は
魂

の
遍
歴

の
後
に
、
弥

陀
の
滋
悲
を
感
得

し
た
入
々
は
数
多
く
あ
る

と
し
て
も
、
特
に
そ
の
罪

の
章
識

を
明

確
に
し
た
人
々
は
中
困
に

於
て
は
鼻
%
、
道
綽
、,
善
導
と
言

つ
た
浄
土
教
の
祖
師
方

で
あ
り

日
本
に
あ

つ
て
は
源
儒
、
法
然
あ
る
い
は
親

..
と
言

つ
た
人
々
で

あ
ろ
う
。
今
浄
土
教
と
言
う
大
き
な
器

の
中

で
、'
そ
の
歴
史
的
に

宗
教
的
要
素
の
濃
い
礎
石
を
造

つ
た
法
然
に
於
け
る
罪
悪
意
識

は
・

如
何
な
る
も
の
で
あ

つ
た
か
。

現
代
に
於
け
る
羅
悪
鴛
の
見
方
は
親
晶
、
の
罪
悪
愚
想
に
基
づ
マ
・

も

の
が
多
く
、
彼

一
人
が
、
そ

の
意
識

の
第

一
人
者
で
あ
る
が
如

く
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
が
あ

る
。
親
侶..と
言
え
ば
罪
悪

意
織
を
代
表
す

る
と
言

つ
た
よ
う
な
、

実
に
彼

に
あ

つ
て
は
、
そ
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